
東中学校学校運営協議会記録（第４回） 

 

 １．日 時  

    令和５年１２月６日（水） 午後４時００分から午後５時１５分まで 

 

 ２．場 所 

    小金井市立東中学校 １階会議室 

 

 ３．出席者 

    古源委員（会長）・松浦委員（副会長・地域コーディネーター）・志波委員・ 

久宗委員・伊藤委員・高山委員・宮崎委員・鈴木委員・髙橋委員・ 

新井委員（校長）・伊東委員（副校長）・沖山教務主任（ＣＳコーディネーター） 

     ※欠席委員： 丹澤委員 

 

 ４．傍聴者 

０人 

 

 ５．会議記録 

 

（１）古源会長あいさつ 

    本日議題も多いためあいさつは省略させていただきます。よろしくお願い致しま

す。 

 

（２）新井校長あいさつ 

    学校の子どもたちは元気にやっています。本日もよろしくお願い致します。 

 

【報告・連絡】 

（３）地域未来塾の開設について（古源会長） 

定期考査前の自習教室の開催。今回は準備の時間がなかったため、定期考査前の５

日間に限り開催しました。（のべ５８名） 

伊藤：先生が教えるわけではなく自習ですか。 

      →先生方は定期考査の作成にあたっています。自宅の環境が学習しづらい生

徒向けに場所を提供するイメージです。 

髙橋：手紙の配布は行いましたか。→１１月６日付で配布済みです。 

 

 



（４）令和５年度小金井市学校運営協議会代表者会議（10/23）について（伊東副校長） 

    萌え木ホールにて、古源会長・松浦副会長・伊東副校長で参加。東小学校の学校運 

営協議会の方との懇談を行いました。先行実施している東小から情報をいただきま 

した。 

 

（５）みんなで考えるコミュニティ・スクール(11/23)について（新井校長） 

    東京学芸大学にて、地域にとってのコミュニティ・スクールの存在意義、関わり方

についての説明がありました。学校関係者評価について、『社会に開かれた教育活動

の実現』のために。皆様にもご協力いただきたいです。 

    コミュニティ・スクールの成果はすぐには出てきません。漢方薬のように即効性は

ないが、じわじわ効いてきます。ぬか床のように放っておくと腐ってしまう。手を入

れ続けることが大切。学校としては敷居を低くして、気軽に地域の方も雑談ができる

ような環境にしていかなければならないと思いました。『熟議』を大切にしましょう。 

 

（６）学校の様子について 

大きい行事としては、合唱コンクールがありました。手前味噌ですが非常に良い行

事でした。その後は３年生は進路面談があり、すぐに期末考査となりました。 

２年生が１１月２７～２９日で職場体験に取り組み、貴重な体験ができました。皆

様にも事業所の紹介などご協力いただきましたありがとうございました。１年生は

１２月１日に鎌倉へ校外学習に行きました。校外学習は中学校で初めての経験とい

うこともあり、課題も見られましたが、次につなげていければと思います。 

これからは本物にふれる体験教室、学校公開と続きます。インフルエンザ・コロナ

等の感染症については、合唱コンクール直前に１年生は学年閉鎖。３年生は閉鎖には

しませんでしたが、１日だけ午後の授業カットですぐに下校の措置はとりました。 

現在は落ち着いているが近隣校ではまたはやり始めているとききます。これから

も注意を続けていきます。 

   

【審議事項】 

（７）６０周年記念行事の担当委員の選出について（古源会長） 

日程は外部のスケジュールと合わず、現在は未定です。２部構成で記念式典と祝賀

会を予定しています。式典は生徒を中心に実施していきたいと考えています。式典は

学校を中心に、祝賀会はＰＴＡにご協力いただきたいと思っています。実行委員会で

すが、委員長は５０周年式典を経験されている松浦さんにお願いし、引き受けていた

だきました。他の実行委員の枠にもコミュニティ・スクール委員の皆様から入ってい

ただければと思います。 

    今後はすぐに日程を決定し、年明けには実行委員を確定させ、顔合わせの第１回実



行委員会を開催予定です。 

古源：私も委員会に入らせていただきます。他の皆さんはいかがでしょうか。 

志波：実行委員に生徒を入れるのはどうでしょうか。 

     →式内の代表生徒の言葉や全校合唱の部分などでは生徒会役員等が中心に

なる場合があるが、式全体の実行委員としては難しいでしょう。 

 

 （８）学校評価について（新井校長） 

    別紙資料を参考に、これまでの東中の取組に対する成果と課題について、ご意見を

いただければと思います。 

志波：クロームブックを活用させると授業準備に負担がないですか。 

      →一度教材を作成すれば他の授業でもすぐに活用でき、さらに印刷の必要も

なくなるといったメリットがあります。 

古源：クロームブックを使うとコミュニケーションは減らないでしょうか。 

      →直接的な言語活動が減りますが、一度に全員から意見を吸い上げることも 

可能なので、全体的なコミュニケーション量は増えていると思います。 

古源：ボランティアを促す指導をしていますか。 

志波：ボランティアをする生徒が一部の生徒だけではなく多くの生徒に広がると

よいです。 

      →ボランティアセンターの方をお招きし、１年生を対象にボランティアの 

意義などをお話していただく機会を設けています。今後全体に意識が広が

っていくことを期待しています。 

松浦：研究授業の実施数の少なさが気になります。 

      →年度内に必ず全教員一人一回の研究授業を実施していきます。 

新井：１２月１６日（土）に学校公開もございますので、ぜひ校内を見てきただき、 

ご評価ください。 

 

【その他】 

（９）本物にふれる体験教室（12/11 11:00～）について（伊東副校長） 

人形浄瑠璃 糸あやつり人形一糸座を本校にお招きし、公演をしていただきます。 

 

（10）学校公開（12/16 8:50）について（伊東副校長） 

新入生の保護者説明会も兼ねています。ぜひ来校していただき、学校の雰囲気を感

じていただき、学校評価の参考にもしていただければと思います。 

 

◎次回学校運営協議会（調整後連絡します） 

      以 上 


